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※市内は、市外局番 0287を省略した表記にしています。

本…本庁舎（共墾社108-2）
西…西那須野庁舎（あたご町2-3）
塩…塩原庁舎（中塩原1-2）

庁
舎
名

交
通
・
消
防

　
住
ま
い
・
環
境

マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
の

正
し
い
か
か
り
方

　
あ
ん
ま
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
は
り
・
き
ゅ
う
、

接
骨
院
・
整
骨
院
で
骨
折
・
脱
臼
の
施
術（
緊

急
時
の
応
急
処
置
は
除
く
）を
、
保
険
証
を

使
っ
て
利
用
す
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
医

師
の
診
断
が
必
要
で
す
。
医
師
の
同
意
が
な

い
施
術
や
、
医
療
機
関
で
治
療
中
の
部
位
に

重
複
し
て
施
術
を
受
け
た
場
合
、
保
険
証
が

使
え
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

※�

こ
れ
ら
の
施
術
を
す
る
に
は
国
家
資
格
が

必
要
で
す
。
施
術
を
受
け
る
場
合
、
県
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
有
資
格
者
の
施
術
所
一

覧
が
あ
る
の
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
保
険
証
を
使
え
る
場
合
〉

①
あ
ん
ま
・
マ
ッ
サ
ー
ジ

　
筋き

ん
ま
ひ

麻
痺
や
関か

ん
せ
つ
こ
う
し
ゅ
く

節
拘
縮
な
ど
、
医
療
上
マ
ッ

　
サ
ー
ジ
を
必
要
と
す
る
症
例
に
つ
い
て
施

　
術
を
受
け
た
と
き

②
は
り
・
き
ゅ
う

　
神
経
痛
、リ
ウ
マ
チ
、頚け

い
わ
ん
し
ょ
う
こ
う
ぐ
ん

腕
症
候
群
、五
十

　
肩
、
腰
痛
や
頸け

い
つ
い
ね
ん
ざ
こ
う
い
し
ょ
う

椎
捻
挫
後
遺
症
な
ど
の
慢

　
性
的
な
痛
み
を
主
と
す
る
疾
患
の
治
療
を

　
受
け
た
と
き

③
接
骨
院
・
整
骨
院

検
索

栃
木
県
　
施
術
所
一
覧

　

�

骨
折
、
脱だ

っ
き
ゅ
う臼
、
打
撲
、
ね
ん
ざ（
い
わ
ゆ
る

肉
離
れ
を
含
む
）の
施
術
を
受
け
た
と
き

〈
保
険
証
を
使
え
な
い
場
合
〉

・
肩
こ
り
や
疲
労
回
復
に
対
す
る
施
術
を
受

　
け
た
と
き

・
疾
病
予
防
の
た
め
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
受
け

　
た
と
き

・
病
院
や
診
療
所
で
治
療
を
し
て
い
る
疾
患

　
に
つ
い
て
、
医
師
の
同
意
を
受
け
ず
に
施

　
術
を
受
け
た
と
き

▼
問
い
合
わ
せ

○
本
国
保
年
金
課　
　
　
☎（
62
）７
１
２
９

９
月
24
日
か
ら
30
日
は

結
核
予
防
週
間
で
す

　
結
核
は
薬
を
飲
め
ば
治
る
時
代
に
な
り
ま

し
た
が
、
過
去
の
病
気
と
思
っ
た
ら
大
間
違

い
。
今
で
も
1
日
に
50
人
の
新
し
い
患
者
が

発
生
し
、
そ
の
う
ち
5
人
が
命
を
落
と
し
て

い
る
重
大
な
感
染
症
で
す
。

　
結
核
の
初
期
症
状
は
、
風
邪
と
よ
く
似
て

い
ま
す
。
2
週
間
以
上
続
く
咳
や
、
特
に
高

齢
者
で
、
だ
る
さ
・
微
熱
が
続
く
場
合
や
急

な
体
重
減
少
が
あ
る
場
合
に
は
、
結
核
の
可

能
性
も
心
に
留
め
て
医
療
機
関
を
受
診
し
、

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

症
状
が
無
い
と
き
も
、
年
に
1
回
は
職
場
や

市
の
検
診
で
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
市
で
は
、
電
気
自
動
車
購
入
費
の
一
部
を

補
助
し
て
い
ま
す
。

▼�

補
助
金
額　
2.8
～
20
万
円

　

�（
国
の
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
動
車
導

入
事
業
費
補
助
金（
Ｃ
Ｅ
Ｖ
補
助
金
）の
半

額
に
当
た
る
金
額
）

▼
対
象
者（
次
の
5
点
を
全
て
満
た
す
人
）

①�

そ
の
車
両
に
つ
い
て
、
Ｃ
Ｅ
Ｖ
補
助
金
の

交
付
決
定
を
受
け
て
い
る

②�

そ
の
車
両
の
初
度
登
録
日
に
市
民
で
あ
る

③�

補
助
金
申
請
日
に
お
い
て
、
市
民
と
な
っ

て
か
ら
３
カ
月
以
上
経
過
し
て
い
る

④
市
税
の
滞
納
が
な
い

⑤�

過
去
に
こ
の
補
助
金
の
交
付
を
受
け
た
こ

と
が
な
い

▼�

対
象
車
両（
次
の
4
点
を
全
て
満
た
す
車
）

①
4
輪
の
電
気
自
動
車
で
あ
る

②�

初
度
登
録
か
ら
1
年
を
超
え
な
い
車
両
で

あ
る

③�

車
検
証
の「
使
用
の
本
拠
」が
市
内
に
あ
る

④�

車
検
証
の「
燃
料
の
種
類
」欄
が
電
気
の
み

で
あ
る

▼�

申
込
方
法　
申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
付

し
、
本
環
境
課
に
提
出

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

○
本
環
境
課 

☎（
62
）７
１
９
３

電
気
自
動
車
の
購
入
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す

　
健
康

後
期
高
齢
者
医
療

健
康
づ
く
り
体
験
談
募
集

　
健
康
自
慢
の
皆
さ
ん
が
実
践
し
て
い
る
健

康
法
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
部
門

・
運
動
部
門（
運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
）

・
暮
ら
し
部
門（
食
事
、
生
活
習
慣
な
ど
）

・
生
き
が
い
部
門（
社
会
活
動
、
趣
味
な
ど
）

▼
対
象　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し

　
て
い
る
本
県
の
被
保
険
者

▼
表
彰（
受
賞
作
品
は
公
表
し
ま
す
）

・
最
優
秀
賞　
１
点　
旅
行
券
３
万
円
分

・
優
秀
賞　
　
３
点　
商
品
券
１
万
円
分

▼
応
募
方
法　
次
の
①
、
②
を
郵
送
ま
た
は

　
メ
ー
ル
に
て
申
し
込
み

①
健
康
づ
く
り
体
験
談（
題
名
と
本
文
。
原

　
稿
用
紙
２
～
３
枚
程
度
）

②
応
募
部
門
・
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・

　
生
年
月
日・電
話
番
号
を
記
入
し
た
紙（
任

　
意
様
式
）

※
応
募
者
全
員
に
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド（
５
０
０

　
円
分
）を
贈
呈
し
ま
す
。

▼
申
込
期
限　
9
月
30
日
㈪
必
着

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

○
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

☎
０
２
８（
６
２
７
）６
８
０
５

soum
u@

kouikirengo-tochigi.jp

○
県
北
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

 

☎
０
２
８
７（
22
）２
６
７
９

空き家
バンク

～空き家を所有している人へ～
空き家バンクを利用して、空き家を売ったり、貸したりしませんか。
▶問い合わせ　 本都市整備課　☎(62)7162本

9
月
10
日
は「
下
水
道
の
日
」で
す

　
９
月
10
日
は
、
下
水
道
の
普
及
と
接
続
利

用
を
促
進
す
る
た
め
の「
下
水
道
の
日
」で

す
。
下
水
道
は
、
各
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
生

活
排
水
を
地
下
の
下
水
道
本
管
を
通
し
て
水

処
理
セ
ン
タ
ー
に
送
り
、
き
れ
い
に
し
て
河

川
に
放
流
す
る
も
の
で
す
。

●
接
続
工
事
は
お
早
め
に

　
長
い
年
月
と
多
額
の
費
用
を
か
け
て
整
備

し
た
下
水
道
は
、
皆
さ
ん
に
利
用
し
て
も

ら
っ
て
、
初
め
て
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　
下
水
道
に
接
続
で
き
る
区
域
に
建
物
を
所

有
し
て
い
る
人
は
、
１
日
も
早
く
排
水
設
備

を
設
置
し
、
下
水
道
に
接
続
し
ま
し
ょ
う
。

　
排
水
設
備
の
工
事
は
、
市
の
指
定
工
事
店

へ
直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
指
定
工
事
店
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

　
で
き
ま
す
。

●
接
続
・
改
造
工
事
資
金
の
融
資
を
あ
っ
せ

　
ん
し
ま
す

　
下
水
道
接
続
の
工
事
費
の
負
担
を
軽
く
す

る
た
め
、
金
融
機
関
か
ら
資
金
借
り
入
れ
が

で
き
る
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
が
あ
り
ま
す
。

▼
融
資
あ
っ
せ
ん
限
度
額

　
改
造
工
事
１
件
に
つ
き
60
万
円

　
（
ア
パ
ー
ト
な
ど
の
工
事
は
80
万
円
）

▼
返
済
方
法　
60
カ
月
以
内
の
元
金
返
済

　
（
利
子
は
市
が
負
担
し
ま
す
）

●
既
存
の
単
独
処
理
浄
化
槽
の
撤
去
に
は

　
合
併
処
理
浄
化
槽
に
変
え
た
り
、
下
水
道

へ
接
続
し
た
り
す
る
人
を
対
象
に
、
単
独
処

理
浄
化
槽
の
撤
去
費
を
一
部
補
助
し
ま
す
。

▼
補
助
金
額　

　
撤
去
に
要
す
る
額（
限
度
額
10
万
円
）

▼
そ
の
他　
申
し
込
み
の
際
に
、
交
付
要
件

　
な
ど
の
確
認
事
項
が
あ
る
の
で
、
事
前
に

　
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

●
私
道
へ
の
下
水
道
整
備
の
要
望
は
…

　
私
道
へ
の
下
水
道
整
備
に
は
、
私
道
使
用

者
の
要
望
を
ま
と
め
た
申
請
書
が
必
要
で

す
。
複
数
年
に
わ
た
る
整
備
計
画
を
立
て
、

順
次
整
備
し
て
い
ま
す
の
で
、
受
付
後
に
即

工
事
と
は
な
り
ま
せ
ん
。
申
請
の
詳
し
い
条

件
な
ど
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
下
水
道
い
ろ
い
ろ
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

　
公
益
社
団
法
人
日
本
下
水
道
協
会
、
㈱
日

本
水
道
新
聞
社
で
は「
下
水
道
の
日
」に
ち
な

み
、下
水
道
に
関
す
る
理
解
を
深
め
る
た
め
、

全
国
の
小
・
中
学
生
と
一
般
の
人
を
対
象
に

コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

▼
募
集
作
品

○
小
・
中
学
生
の
部　
絵
画
、
ポ
ス
タ
ー
、

　
作
文
、
書
道
、
新
聞
、
標
語

○
一
般
の
部　
標
語

▼
申
込
期
限　
10
月
18
日
㈮

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

○
西
下
水
道
課　
　
　
　
☎（
37
）５
１
１
０

西

９
月
1
日
か
ら
10
日
は

屋
外
広
告
物
適
正
化
旬
間
で
す

　
市
内
に
は
た
く
さ
ん
の
屋
外
広
告
物（
看

板
）が
あ
り
ま
す
。屋
外
広
告
物
が
、無
秩
序・

無
制
限
に
設
置
さ
れ
る
と
、
景
観
の
阻
害
や

交
通
な
ど
の
安
全
の
妨
げ
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
屋
外
広
告
物
を
設
置

す
る
際
に
は
、
市
の
許
可
を
受
け
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
設
置
を
検
討
す
る
場
合
に
は
、

必
ず
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
主
な
ル
ー
ル
〉

〇�

市
街
地
、
農
村
部
、
山
間
部
な
ど
、
地
域

に
よ
り
設
置
で
き
る
広
告
物
の
基
準（
板

面
の
大
き
さ
・
高
さ
な
ど
）が
違
い
ま
す

〇�

特
に
景
観
を
守
り
た
い
地
域（
道
路
沿
道

な
ど
）に
は
、
屋
外
広
告
物
を
こ
げ
茶
色

と
す
る
色
彩
制
限
を
設
け
て
い
ま
す

▼
問
い
合
わ
せ

○
本
都
市
計
画
課 

☎（
62
）７
１
５
９

合 計 115,988人 （＋44）

男 57,777人 （＋23）

女 58,211人 （＋21）

世 帯 47,666世帯 （＋81）

出 生 68人 転  入 334人

死 亡 96人 転  出 262人

○8月の人口

▶問い合わせ� 本市民課　☎（62）7132

8月1日現在 （ ）は前月比

広　告

下水道マスコット
キャラクター
「スイスイ」


